




Figure 3 
1をPMMA中にドープした薄膜の400nmに
おける吸光度減衰過程及びレーザーパルス
照射の影響 
(濃度：20wt%、温度：298K) 

◆ フォトクロミック反応による吸収スペクトル変化 

◆ 1を高分子中に分散した際のフォトクロミック特性 

 1は、高分子中に分散させてフィルム状にしても、溶液中と同様に高速フォトクロミック反応を示

すことが見出されております。中でもポリメタクリル酸メチル(PMMA)をホスト高分子とするフィル

ムは高い繰り返し耐久性を示し、1が実用的に応用可能であることが大いに期待されます。 

Figure 2 
ベンゼン中での400nmにおける吸光度減衰
過程の温度依存性 (濃度：1.5×10-4M) 

Figure 1 
365nmの紫外光照射後、ベンゼン中におけ
る可視-近赤外過渡吸収スペクトル変化 
(濃度：2.1×10-4M、温度：298K、測定間
隔：20ミリ秒) 



製品名 製品番号 容量 価 格(￥) 

04425-96 100mg 10,000 

04425-95 500mg 35,000 

 pseudogem-Bis(diphenylimidazole)[2.2]paracyclophane (1) 
 
   FW 672.79･46.07 / C46H34N4･C2H5OH 
   純度: >98% 
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関連製品  －ジアリールエテン－関連製品  －ジアリールエテン－関連製品  －ジアリールエテン－    

製品名 製品番号 容量 価 格(￥) 

05058-63 100mg 9,900 

05058-96 500mg 39,600 

 1,2-Bis(2-methylbenzo[b]thiophene-3-yl)perfluorocyclopentene (2a) 
 
   FW 468.48 / C23H14F6S2 
   純度: >96% 

 弊社では、(現)立教大学 (当時 九州大学) 入江教授らにより開発された代表的なＰ型フォトクロミッ

ク化合物である“ジアリールエテン”も製品化しております。 
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2a  開環体(無色) 2b 閉環体(赤色) 
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